
【名城大】 

 図のように、水平でなめらかな床に質量 Mの三角形の台Ｐを置き、 

ブロックで両端を固定した。Ｐは床と角度θをなすなめらかな斜面を 

持つ。斜面上の点Ｂに質量ｍの小物体Ｑを置き、静かにはなしたとこ 

ろ、Ｑは斜面をすべり落ちた。重力加速度の大きさをｇとして、次の 

問いに答えよ。 

（１）Ｑが斜面をすべっているとき、Ｑの加速度の大きさはいくらか。 

（２）点Ｂから斜面にそって距離ｄだけすべったときのＱの速さはいくらか。 

次に、両端のブロックを取り除いて、すべり落ちたＱを再び点Ｂに置いた状態で、ＰとＱを保持した。そして 

ＰとＱを同時に静かにはなしたところ、Ｑは斜面をすべり、Ｐは加速度の大きさＡの等加速運動をした。ＱがＰ

から受ける垂直抗力の大きさをＮとする。 

（３）加速度Ａの向きは、図中の上下左右のいずれか。 

（４）Pの水平方向の運動方程式を記せ。 

（５）Qの運動を、等加速度運動するＰから見た時 

 （ａ）Ｑにはたらく慣性力の向きは、図中の上下左右のいずれか。 

 （ｂ）Ｑにはたらく慣性力の大きさはいくらか。 

 （ｃ）斜面に垂直な方向についてのＱの運動方程式を記せ。 

（６）小問（４）と（５）（ｃ）で得られた式からＡとＮを求め、それぞれをＭ，ｍ，ｇ，θで記せ。 

（７）Ｑが点Ｂから斜面にそって距離ℓだけすべる間にＰが移動した距離ＬをＭ，ｍ，ｇ，ℓ，θの中から必要 

   なものを用いて表せ。 
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